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後病理所見より重複癌と診断し得た,子宮内膜癌と大腸

癌の合併 1例は,子宮内膜癌の術後に腸閉塞となり賄登

中に大腸癌の診断がなされた,子宮頚痛と直腸癌の合併

の1例については,子宮頚痛の精査車に直腸癌の診断が

得られたが直腸癌がより進行 しておりこの治療が優先と

な一:,た.

これらの経験より当科においては,子宮内膜癌 書頚痛

の診断時をこぼ,進行期の診断のみならず同時性重複癌 も

念頭におき CT･MRⅠ,さらには消化器系の精査を施行

している.これら臨床における対応,対策についての考

察を含めて報告する.

3)高齢者の歯肉に発生 した紡錘形細胞癌の l
例
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棟方 隆一 ･胡 散 ( 同 口腔病理)

i992年 7月,80歳男性が下顎右側臼歯部歯肉の有茎

性感癌を主訴に某病院歯科を受診 し,生検で肉腫が疑わ

れ,新潟大学第-口腔外科を紹介され, 7月30日初診,

同日入院 した,口腔内に,右側下顎第二大臼歯遠心歯肉

を基部とする約 6〉く4×4cm の有茎数腰痛をみとめ,

同部より生検を施行.組織学的には大小不同の紡錘形の

塵癌細胞が錯走,増殖 し特定の分化傾向を示さず,肉腫

の疑いの診断を得た.腰癌は著 しい増大傾向を示 し 8

月7日下顎骨部分切除術を施行,病理組織学的診断は紡

錘形細胞癌であった.また撃下 りソバ節をこ転移のあるこ

とが確認された.術後,口腔内創部後方断端に腰癖が出

現 し,生検で再発が確認され 放射線治療と化学療法と

を開始.1〔1月初旬まてにLl陛内の臆噂は稲′トしたが肺炎

を併発 し,胸水細胞診の結果 PA㌘ クラスV.その後

肺炎症状は増悪 し また腎機能の低下がみられ,10月18

E3呼吸不全にて全経過 3ケ月で死の転帰となった.
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の集積 :Autoradiography による検討

土持 虞 ･加藤 譲治
(

円本歯科大
新 潟 歯 学
仁]腔 第二 外

片桐 正隆 (同 口腔病理)

骨 シソチグラフイ…は悪性腰痛骨浸潤の診断をこ使潤さ

れLている. しかしながrっ.TcJJ9m リン酸化合物集積
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の局在は病理甑織学的には明かにされていない,今回は

Tc-9帥11･･-PMDPautoI･adiogl･aPhy(ART,macroeontact

Tad皇o鍔raPhy(MCR),各種通常染色紋などから検討を

行なった.下顎骨の切除を行なった口腔癌 (下顎歯肉癌

･1凧 L｣氏癌 1f即 L7つ5例を対象とした.術前に 185MI丸

の TC-99m一犯 P を静注 した後,腫癌切除標本より下

顎骨を切離 した.厚さ約 800ミクロソの浸潤部位スライ

ス切片を作製 して AR とMCR を行なった,また,ス

ライス切片をこ隣接する切片の HE毅色,アザソ染色を

行なった.Tc-99m00MDPの餐磯は浸潤腰癌の周囲で増

加 しておりタ骨密度の低下 した骨梁の部分であった.普

た反応性と考えられる骨膜骨新生部位にも帯状に薬療増

加が認められ この部位は腫藤の浸潤部位から離れてお

り骨シンチグラフィ-で顎骨浸潤範囲の判定をするうえ

で注意を要することが明かとなった.

5)題 高 齢 口腔癌患者 の臨 床 的 検 討

牽毘 誌 欄 短 音 (要撃奈義資叢部)

1985年L11月から1994年12月の 9年9ケ月間に当村を

受診 した80歳以上の口腔癌13症例について検討 した.初

診年齢は平均82歳9月で性別は男性4例,女性 9例. 1

例は異時性の口腔癌多発症例 (頬粘膜と上顎歯肉)であっ

た.発生部位は下顎歯肉,舌が各4作り,噸粘膜卜上顎歯

肉が各2例,口陛底.小唾液腺が各 1例.11癒 し10名)は

組織学的に扇平上皮癌,鶴 3癌は庶資性癌,紡錘細胞癌,

粘表皮癌が各 i例であった.臨床病期については Sta酢

Ⅰ が5例,Stこ:lgerIが3例,StageTV が6例であっ

た.主たる治療として外科療法が行なわれたものは6名

(7癌),放射線療法は5名,2名は老人性痴呆症のため

化学療法のみが行なわれた,外科療法を行なった症例は

1名を除き現在生存 しているが,行なえなかった症例の

7名車6名は初診よ;)1年以内に死亡した.今回､特に

超高齢口腔癌愚老としての臨床約時教と治療法の選択に

ついて重点をおいて検討 した.

6)舌癌 に対す る術後照射
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苦痛の術後照射を,術後者照射と郭清術後頚部照射と

をこ分けて検討 し放射線治療の役割を評価 した.1982年


